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令和４年３月に策定した、第 2期吉賀町総合戦略の概要をお知らせします。

まち・ひと・しごと創生 第 2期吉賀町総合戦略
計画期間：令和 4年度～令和 8年度　

総合戦略とは、人口減少の克服と地方創生の実現を通して将
来にわたって活力ある社会を維持することを目指す戦略です。

吉賀町の目標人口

目標の実現に向けて

①出生率の向上 ②社会移動の改善

基本理念　50 年後の子どもたちが笑顔で暮らせる社会の創造に挑戦します

2060 年の総人口 4,400 人

2035 年までに 2.1まで上昇 現在の UI ターン者に加えて

20 歳～ 39 歳の定住者 19 人の増加

・吉賀町の人口は減少傾向が続いており、今後人口減少対策を講じなかった場合、

　2060 年には、3,154 人（2020 年の約半分！）まで減少すると予測され

　ています（図中「今後の推計人口」参照）。

・そこで吉賀町では、出生と移動への働きかけを行うことで、出生率と社会増減

　が上昇すると仮定し、2060 年における目標人口を設定しました（図中

　「目標人口」参照） 。
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目標人口の達成に向けて取り組むこと

第 2期吉賀町総合戦略では 4つの基本目標を掲げ、取り組みを進めます。

基本目標 施策
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熱中症を防ごう！

水分補給と暑さを避けること！

熱中症の予防策は、

問い合わせ先

六日市分遣所７７－０１６２

柿木分遣所　７９－２２０１

※外出は、暑い時間帯を避け、無理のない範囲で行動しましょう！

　少しでもめまい、立ちくらみ、頭痛など体調に異変を感じたら、

　涼しい場所に移動し、水分補給をしましょう！

　3密を避けながら、マスクを外して体温調節が大事！

世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間の取り組み

　毎年４月２日は国連が定める「世界自閉症啓発デー」となっており、日本では世界自閉症啓発デー

からの１週間を「発達障がい啓発週間」と定められています。

　この期間には、発達障がいについて多くの方に広く知っていただく機会として「いやし・希望・

おだやか」を表す「青色」のライトアップや展示、イベント等が行われています。

　吉賀町役場ではこの啓発週間の間、特定非営利法人よしかの里の生活介護・地域活動支援セン

ターの利用者の方々が制作した「青の世界」という作品を町民ホールに展示し、町民への発達障

がいを含む障がいへの理解・浸透を目的とした啓発活動を行いました。

　「青の世界」は、青い海をイメージしており、訪れた方は、作品のアーチをくぐり、たくさんの

青い生物がゆらゆらと漂う不思議な世界を楽しんでいました。
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吉賀町高齢者世帯エアコン等購入費補助金のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、在宅で過ごす時間が長くなっている高齢者の熱中症事故を防

ぐため、居宅にエアコンが１台もない（故障してエアコンが使えない）高齢者が新たにエアコン等を購入・

設置する場合に費用の一部を助成します。

■対象世帯　

　吉賀町内に住所を有する方で、現に居住する住宅にエアコンが設置されていない又は故障等の事由によ

り既に設置されているエアコンが使用できないため新たにエアコン設置を必要とし、次に掲げる条件を全

て満たす世帯です。

　①　６５歳以上の高齢者一人世帯又は高齢者のみの世帯。（※昭和 33 年４月１日以前の出生者）

　②　世帯員全員について町民税が非課税で町税を滞納していない世帯。

■補助対象経費等　

　①　エアコン等（※天井、壁、窓枠等に固定して設置するルームエアコン、窓型エアコン、冷房専用エ

　　アコン又は室内に設置して使用する冷風機、冷風扇等の室温冷却機能を有する器具）の購入費及び設

　　置費に係る経費。ただし、扇風機は対象外。

　②　吉賀町内の販売店から購入・設置した経費

　③　令和４年４月１日から令和４年１０月３１日までに設置したもので、１世帯当たり１台に限る。

■補助額　

　７万円を上限とし、購入費及び設置費の３分の２を助成します。（※千円未満切り捨て）

　例）エアコン本体と設置費の合計が８万５千円の場合の助成額　➡　５万６千円

■申請期間　

　令和４年５月９日（月）から令和４年９月３０日（金）まで

■必要書類　

　①　申請時には所定の補助金交付申請書及び設置しようとするエアコン等の購入費及び設置費が分かる

　　見積書等

　②　設置完了後には、所定の補助金交付請求書及び設置したエアコン等の製品の購入日等が分かる領収

　　書又は請求書、設置したエアコン等の設置後の写真

■手続きの流れ　

　①　補助金交付申請書等の提出　　　　　②　町が対象住宅の調査、書類の審査

　③　町から交付決定の通知　　　　　　　④　エアコン等を設置完了

　⑤　補助金交付請求書等の提出　　　　　⑥　町から確定通知及び補助金の交付

■お問い合わせ先　

　吉賀町役場保健福祉課（本庁舎内）　担当：福祉係　☎ 77-1165
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6 月 23 日から 29 日までの 1週間は、「男女共同参画週間」です

　日本では、男女共同参画社会基本法が設立した日（１９９９年６月２３日）を起点とした１週間

（毎年６月２３日から６月２９日まで）を「男女共同参画週間」と定めています。

　女性が学ぶ権利や働く権利、政治に参加する権利がなかった時代から比べると、制度の面では随

分と男女平等が進みました。誰もが自分らしく活躍できる社会のためには、「男性が…すべき」「女

性が…すべき」と押し付けあうことなく、誰もが負担感や犠牲感を持たずに生きることができる真

の男女共同参画を模索していく必要があるかもしれません。

購入した犬や猫のマイクロチップ情報の登録が義務になります

　令和４年６月１日に 「改正動物愛護管理法」 が施行され、 販売される犬や猫へのマイクロチップの装着 ・ 登

録が義務づけられます。 犬や猫を家族に迎え入れた飼い主は自分の住所や氏名、 電話番号を変更登録する

必要があります。

　〇マイクロチップとは？

　　　マイクロチップは、 直径 1.4mm、 長さ 8.2mm 程度の円筒形の小さな電子標識器具です。 電池の交

　　換は必要ありません。 皮下に装着されたマイクロチップの番号は、 専用のリーダー （読取器） で読み取る

　　ことができます。

　〇マイクロチップで身元を確認できます

　　　犬や猫が迷子になったときや、 地震などの災害、 盗難や事故によって、 飼い主と離ればなれになった

　　ときに、 保護された犬や猫のマイクロチップの番号を専用のリーダーで読み取ります。 その番号からデー

　　タベースに登録されている飼い主の情報と照合することで、 飼い主に連絡することができます。

　〇令和４年６月１日以降、 飼い主の方に行っていただきたいこと

　　　マイクロチップを装着した犬や猫を迎え入れた飼い主は、 ご自身が飼育する動物として、 所有者情報を

　　変更するための登録を行わなくてはなりません。 変更登録の手続きは、 パソコンやスマートフォンからオ

　　ンラインで行うことができます。

　　　詳しくは、 「犬と猫のマイクロチップ登録サイト https://reg.mc.env.go.jp （令和４年６月１日から利

　　用可能）」 をご確認ください。

　〇 Ｑ & Ａ

ペットショップ以外から入手した、 又は以前か

ら飼っている犬や猫に装着する義務はありま

すか？

義務ではありませんが、 犬や猫が迷子になった場合な

どにマイクロチップが装着されていると飼い主のもと

へ戻る確率が高まります。 できるだけ装着をお願いし

ます。

引っ越しで住所や電話番号が変わったら、 登

録の変更は必要ですか？

住所や電話番号、 結婚して姓が変わった場合など、 飼

い主の情報に変更が生じた場合は、 ３０日以内に登録

事項の変更の届出を行ってください。

既に登録されている犬や猫を譲渡する場合

は、 どのようなことに気をつけたらいいです

か？

登録時にダウンロードした 「登録証明書」 を犬や猫と

一緒に新しい飼い主に渡し、 新しい飼い主に変更登録

をするよう促してください。
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☆☆☆吉賀町上下水道情報☆☆☆

異常気象時における国道９号線の事前通行規制区間について

料金の請求時期について
　上下水道料金の請求は 2か月に１度です。上水道は奇数月・下水道は偶数月の請求となっています。

上下水道の料金について

　一般家庭では下水道使用料は人頭制（人数により加算）になっており、営業所や寄宿所では従量制に

なっています。料金の算定は下記のとおりです。

支払方法について

　支払い方法は口座振替と納付書払いの二種類があります。口座振替と納付書払いができる金融機関は

以下のとおりです。

　ゆうちょ銀行， 西中国信用金庫， 島根県農業協同組合， 山陰合同銀行です。

 ※上下水道料金の支払いは便利な口座振替で！

　口座振替は、金融機関の窓口で手続きを行ってください。手続きの際には、印鑑と口座番号がわかる

ものが必要になります。

　ご不明な点は建設水道課（TEL 0856-79-2212）までご連絡ください。

　使用した月と請求するイメージ 例）３月は 1,2 月に使用した上水道の請求月です。

　　また、上下水道料金の請求を早めることはできませんのでご注意ください。

※上記の合計金額に消費税を加えた金額が 1か月の下水道使用料金になります。

　下記の国道 9号の事前通行規制区間において、連続雨量が 200 ｍｍを越える恐れがある場合は、

下記区間の通行止めを実施しますので、お知らせします。

・人頭制（1か月の使用料金）

　基本料金1,500円+1人あたり500円追加（5人以上は一律2,500円の加算）

・従量制（1か月の使用料金）

　基本料金 800 円 + 上水水量 1㎥あたり 120 円加算
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春の交通安全運動におけるテント村開設について

人権コラム

　コロナ禍で２年間、開設できなかった交通安全テント村を４月１２日（火）真田ポケットパーク

前、１３日（水）柿木大谷屋前待避所において、交通安全協会を中心に津和野警察署の協力を得て

開設しました。

　テント村には岩本町長をはじめ、交通安全協会員、交通安全母の会の方々が参加され、チラシや

手作りの交通安全マスコット等を配布し、ドライバーに交通安全を呼びかけました。

　4月 12 日（火）真田ポケットパーク前　　　　　　4月 13 日（水）柿木大谷屋前待避所
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消費者ホットライン 188 とは？

　消費者ホットライン１８８（局番なし）は、お近くの消費生活センター等の消費生活相談窓口

をご案内することにより、消費生活相談の最初の一歩をお手伝いするものです。

　「悪質商法等による被害にあった」「ある製品を使ってけがをしてしまった」「お試し購入のはず

が定期購入契約になっていた」などの消費者トラブルで困っていませんか？

　また、「「新型コロナワクチンが接種できる。

後日全額返金されるので 10 万円を振り込む

ように」との不審な電話がかかってきた」な

どの新型コロナウイルスに関連したトラブル

や、「豪雨で雨漏りし修理してもらったがさ

らにひどくなった」などの災害に関するトラ

ブルで困っていませんか？

　そんなときは一人で悩まずに、全国どこか

らでも３桁の電話番号でつながる消費者ホッ

トライン「188（いやや！）」にご相談ください。

専門の相談員がトラブル解決を支援します。

問い合わせ先

一人で悩まず、まずは相談
大切なのは、すぐに相談することです

困ったときは、一人で抱え込まないで「消費者ホッ

トライン「いやや」（局番なしの 188）」まで

お電話を

『泣き寝入りは超いやや（188）！』で覚えてね

消費者庁　消費者ホットライン１８８

イメージキャラクター「イヤヤン」

消費生活相談窓口：消費者ホットライン 188

　お近くの消費生活相談窓口につながります。

島根県消費者センター　☎ :0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 

　　　　　　　　　　　E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室☎ 0856-23-3657　　役場税務住民課☎ 77-1113

環境情報　～紙のリサイクルについて～

〇紙は貴重な資源

　紙は、新聞・雑誌・コピー用紙・ティッシュペーパー・ダンボール・お菓子の箱など、様々な日用品に

使用されています。紙の原料は元をたどればすべて木材です。不要になった紙を「可燃ごみ」として捨て

ることは、貴重な森林資源を浪費することにつながります。視点を変えれば、紙は国内で発生する貴重な

資源であり、製紙原料の安定確保のためにリサイクルは重要です。紙のリサイクルは、一度使われた紙（古

紙）を繰り返し使うことで資源の有効利用になり、新たに投入される木材の量を抑制することで、森林資

源の持続可能な利用に貢献します。

〇リサイクルの流れ

　吉賀町では、古紙を「資源ごみ」として回収しています。排出された古紙は種類ごとに分別・梱包され、

製紙工場へ出荷されます。製紙工場に搬入された古紙は、適正に処理され、再度紙製品（新聞・雑誌・ダ

ンボール・トイレットペーパーなど）に生まれ変わります。

〇資源ごみを出すときの注意点

　・古紙を適正に管理する（濡れたものや汚れたものは資源ごみとして出せません）

　・分別区分（新聞・雑誌・ダンボール・紙パック）ごとに分けてひもで縛る（ひもはリサイクルの観点

　　から紙ひもをご使用ください）

　・金具類、包装用ビニール、クリアファイル、綴じひもなどは取り除く（米袋・アルバム・写真・酒パッ

　　クなどは紙素材以外が含まれているため資源ごみとして出せません）

　紙リサイクルは皆さんのご協力が必要不可欠です。紙を「可燃ごみ」として捨ててしまう前に、まず、

リサイクルを考えましょう。
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月 火 水 木 金 土・日
毎週　月曜日～金曜日 １ ２ ３ ４・５

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
 
　 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操

9：00
●あいラブせんりゅう
　(宮城)

9：30
●気仙沼めっけ
　(宮城)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

10：00～　島根県議会中継（112ｃｈ）

６ ７ ８ ９ １０ １１・１２
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編（５月放送分）

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県
　島根へ行こう！

6：00
●ニュース
　サンネット

10：00～　島根県議会中継（112ｃｈ）

１３ １４ １５ １６ １７ １８・１９
9：00
●つわの太鼓単独公演

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●いい伊豆みつけた
　(静岡)

9：30
●ふるさと歴史発見！
　(静岡)

9：00
●松江の面影
　～セツと八雲の探訪記～

9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話

9：00
◎にっぽんトレッキング
　100

10：00
◎きょうの料理

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●よしかの里の昔話

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５・２６
9：00
◎文化講演会
　　　堀田  仁助
　～日本で最初の
　　正確な地図を
　　つくった石見人～

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ  日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●つわのミュージアム
　パスポート

10：00～
島根県議会中継（112ｃｈ） 町議会中継（１１２ｃｈ）

２７ ２８ ２９ ３０ 特別番組 まちかどメッセージ

9：00
▲後鳥羽院遷幸800年
　島民劇
「海士のごとばんさん
～悠久の海の彼方から～」

9：00
●はじめての菜園生活。

9：30
●荒磯館料理長の　
　手軽に一品

9：00
●つわの太鼓単独公演

9：00
◎文化講演会
　　　堀田  仁助
　～日本で最初の
　　正確な地図を
　　つくった石見人～

つわの太鼓単独公演

放送日
１３日(月)・２９日(水)

５月３日(火)に
鷺舞モニュメント広場で
行われた公演の模様を
お届け！

鹿足郡内の四季折々の
風景を番組が放送され
ていない時間帯にデー
タ放送とともにお送り
しています
　みなさんのお住まい
の地域で放送してほし
い景色・風景などあり
ましたらぜひサンネッ
トにちはらまでお寄せ
ください町議会中継（１１２ｃｈ）

議会中継（１１２ｃｈ） きょうの料理 ケーブルセンター受付時間
島根県議会定例会本会議

放送日◆６月２日～３日・６日～１０日・２１日

放送時間◆１０：００～

季節に合ったさまざまな食材を

生かして、毎日の食事の参考に

なるレシピを紹介！

【NHKエンタープライズ制作】

〇手仕事12か月　初夏を楽しむ

　梅仕事　割り梅の甘露漬け

〇絶品！バナナスイーツ

　ブラウニー・タルトタタン・蒸しパン

サンネットにちはら
Tel 74-2099/Fax 74-2667
平日　8：30～17：15

（土・日・祝はお休みです）

緊急連絡先
セコムコントロールセンター

Tel 0852-28-0016

津和野町・吉賀町議会 一般質問
放送日◆６月２２日～２４日・２７日～２９日

 【１１２ｃｈの視聴方法】
 ■リモコンの “11” を押しチャンネルを111chに合わせた後

　チャンネルボタンの  “上矢印 または ＋ ”を１回押す

字

字

字

字

特

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特６ 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２
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支援室だより
吉賀高等学校

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

賀

校

公
設
塾
「
よ
し
か
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
自
己
紹
介

　　
　
　
　
　
　
　
　

内
田

　
健
太

　

こ
の
春
、
東
京
大
学
教
養
学
部
を

卒
業
し
、
公
設
塾
「
よ
し
か
塾
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
講
師
に
赴
任
し
ま
し
た
、
内

田
健
太
で
す
。

　

今
回
、
吉
賀
に
来
た
理
由
の
１
つ

目
は
、
先
生
と
し
て
の
経
験
を
積
み

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
大
学
で
は
数

学
を
中
心
に
勉
強
し
て
お
り
、
将
来

は
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
、
数
学
の

楽
し
さ
を
生
徒
に
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
歩
目
と
し
て
、

今
年
は
吉
賀
高
校
で
２
年
生
の
授
業

を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
授
業
で
す
が
、
先

生
方
に
支
え
ら
れ
て
な
ん
と
か
や
れ

て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
自
然
の
中
で
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
大

学
ま
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
や
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
休
み
の
日
は
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
に
乗
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
首

都
圏
と
違
っ
て
と
て
も
走
り
や
す
く

気
持
ち
良
い
で
す
。
ま
た
最
近
は
、

町
の
方
や
高
校
の
生
徒
に
農
作
業
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
農
作

業
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
大

井
谷
の
棚
田
を
見
て
、
畑
だ
け
で
な
く

田
ん
ぼ
の
作
業
も
や
っ
て
み
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
吉
賀
高
校
に
魅
力
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。
吉
賀
高
校
の
生
徒
は
、

自
分
た
ち
の
考
え
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
個
性

豊
か
で
素
直
な
生
徒
達
と
、
近
い
距
離

で
時
間
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
良
い
影

響
を
与
え
合
え
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

人
生
初
の
一
人
暮
ら
し
が
始
ま
っ
て

１
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で

す
。
（
今
月
の
目
標
は
先
月
出
し
そ
び

れ
た
容
器
プ
ラ
３
袋
を
出
す
こ
と
と
、

キ
ヌ
ヤ
で
買
っ
た
食
品
の
期
限
を
切
ら

さ
な
い
こ
と
で
す
。
）
役
場
の
人
を
は

じ
め
、
近
隣
の
皆
様
や
先
生
・
生
徒
の

優
し
さ
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
な
ん

と
か
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
自

分
も
吉
賀
に
と
っ
て
貢
献
出
来
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹

　
隆
博

　

四
月
よ
り
「
よ
し
か
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

の
講
師
を
再
び
勤
め
る
佐
竹
隆
博
で

す
。
昨
年
二
月
に
東
京
へ
戻
り
ま
し
た

が
、ま
た
此
方
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
一
年
あ
け
て
も

吉
賀
は
大
き
く
は
変
わ
ら
ず
此
処
に
あ

り
、
安
心
感
と
共
に
吉
賀
で
の
生
活
に

シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

勿
論
何
も
か
も
不
変
で
は
な
く
、
例

え
ば
以
前
と
吉
賀
で
の
住
居
の
号
室
が

変
わ
り
、
部
屋
の
構
造
が
左
右
反
転
し

ま
し
た
。
染
み
付
い
た
癖
は
時
折
顔
を

覗
か
せ
、
お
風
呂
上
が
り
に
頭
を
タ
オ

ル
で
拭
き
な
が
ら
ノ
ー
ル
ッ
ク
で
電
球

の
ス
イ
ッ
チ
を
押
そ
う
と
す
る
時
、
つ

い
以
前
と
同
様
に
右
側
へ
手
を
伸
ば
し

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
ミ
ラ
ー
ワ
ー

ル
ド
と
な
っ
た
今
の
部
屋
は
ス
イ
ッ
チ

が
左
に
あ
る
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
或

い
は
初
め
て
会
う
生
徒
に
卒
業
生
と
の

違
い
を
感
じ
る
時
、
店
内
で
見
覚
え
の

な
い
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
入
っ
た
時
、
懐

か
し
さ
を
覚
え
ま
す
。
変
わ
ら
な
さ
で

は
な
く
、
以
前
と
の
差
異
の
方
が
不
思

議
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
喚
起
す
る
の
で

す
。

　

別
の
変
化
は
、
こ
の
三
月
で
東
京
大

学
を
卒
業
し
た
こ
と
で
す
。
私
は
愈
々

一
人
の
大
人
と
し
て
世
界
の
中
に
立

ち
、
大
き
く
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
世
界
を
四
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。

〈
私
〉、
互
い
に
直
接
的
な
影
響
力
を
持

つ
〈
あ
な
た
の
世
界
〉、
間
接
的
に
影

響
を
与
え
得
る
〈
彼
／
彼
女
の
世
界
〉、

〈
そ
れ
以
外
〉
で
す
。

　

さ
て
自
分
が
大
き
く
な
る
と
は
、
た

だ
〈
私
〉
だ
け
を
相
対
的
に
肥
大
化
さ

せ
る
こ
と
で
も
、〈
あ
な
た
〉
や
〈
彼

／
彼
女
〉
を
私
と
同
一
化
し
て
〈
私
た

ち
の
世
界
〉
を
作
る
こ
と
で
も
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
で
な
く
、為
し
う
る〈
あ

な
た
〉
へ
の
行
い
が
波
及
し
、
そ
れ
ま

で
〈
そ
れ
以
外
〉
だ
っ
た
何
か
が
〈
彼

／
彼
女
〉
に
変
わ
り
、
三
人
称
の
領
域

が
少
し
拡
が
っ
た
時
、
そ
し
て
そ
れ
が

人
称
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
意
味
が
あ

る
時
、
そ
の
場
合
こ
そ
、
私
が
一
つ
大

き
く
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
。
だ
か

ら
私
は
、
先
ず
は
私
に
と
っ
て
二
人
称

で
呼
び
か
け
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
出
来
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
や
〈
あ
な
た
〉〈
彼
／
彼
女
〉
と
、

や
が
て
人
称
が
付
せ
ら
れ
る
〈
そ
れ
以

外
〉
の
方
々
の
た
め
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
改
め
て
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



広報よしか　2022 年 6 月号　№ 200　　12

保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
食育

６月は食育月間です

『まごわやさしいか』のすすめ

★朝ごはんは、脳にエネルギーを与えます！

★早寝早起きし、楽しく、バランスよく食べましょう！

★みんなでうすあじ 始めましょう！

　『まごわやさしいか』は、意識して摂りたい食材の頭文字を集めたものです。バランスよく栄養が

摂れるだけでなく、体調を整えたり、免疫力を強化したり、生活習慣病の予防にもつながります。日

本人が昔から食べてきた伝統的な食品です。

　吉賀町食生活改善推進協議会では、不足しがちなカルシウムを補うために、独自に『まごわやさし

いか』をすすめています。

（副菜）煮しめ・

おひたし・サラダ

などの野菜

※ 1日３５０グラム

（主菜）

魚・肉・卵・

大豆製品など

のたんぱく質

（主食）

ごはん・

パン・めん
「日本型食生活・和食」は栄養

バランスが優れています

「私たちの健康は私たちの手で」
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保健だより
健康・食育・予防

子育て世代

包括支援センターぴよぴよだより
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　私たち島根県更生保護女性連盟は、女性の立場から関係機関と提携して更生保護事業を推進すると共に、

各地区の更生保護女性会が相互に連絡を図り、犯罪のない明るい社会の実現を願う団体です。

　7月は、「社会を明るくする運動」 強調月間 ・ 再発防止啓発月間として、島根県はもとより全国的に様々

なイベントや広報活動、シンポジウム等が行われます。

　本連盟はこの運動の一環として、県民の皆様より愛情のこもったお気持ちを受け、これを図書の購入費

として社会復帰施設、児童相談所、更生保護施設等々に贈る “愛の図書” 寄贈運動を長年にわたり行って

います。

　皆様の温かい愛の心を、“愛の図書”に託して届けていただけますならば、寄贈施設の方々は、皆様の

温情を感じ、“愛の図書”を ‘心の灯火　story give your hope’ として、希望に輝く明日を迎えるこ

とができるでしょう。

　どうぞ、この趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申しあげます。

島根県更生保護女性連盟

＊一部をこの趣旨に添った「更生保護事業」のために利用させていただくこともありますので、ご了承く

　ださいますようお願いいたします。

＊各地区の取りまとめは、地区更生保護女性会が行っております。

　　「愛の図書」 贈呈

社会を明るくする運動の一環として
“愛の図書”寄贈運動趣意書

島根県立わかたけ学園　様 島根あさひ社会復帰促進センター　様 松江刑務所　様 松江少年鑑別所　様

中央児童相談所　様 出雲児童相談所　様 浜田児童相談所　様 益田児童相談所　様

更生保護法人しらふじ　様 島根県女性相談センター　様 吉賀町小学校 ・ 中学校　様

更生保護
だより

歯周病はお口の中だけの病気ではありません！

歯周病菌が血中を通って全身を巡り、様々な臓器に悪影響を及ぼします。

脳卒中・心臓病・糖尿病といった重大な病気との関連も明らかになっています。

今話題の「感染症」との関連

歯周病菌は、ウイルス等の粘膜細胞内への侵入を促す特性があります。

そのため、歯周病菌が増えると感染症の発症や重症化を招きやすくします。

歯周病は自覚症状が乏しく、気づいた時には重症化していることも…

日々のブラッシングももちろん大事ですが、定期的に歯科医院でメンテナンスをし、お口の健康を

保つことが大切です。

毎年５～７月は、歯周疾患検診を行っています。

本年度４０・５０・６０・７０歳になる方は、この機会にぜひ受診をしましょう！

【お口の役割】

食べる・味わう、唾液を出す（免疫機能）、話す、表情を作る　などなど

生きていくために欠かせないさまざまな役割を担っています。

痛みや口臭など気になることがあると、食事や会話がおっくうになってしまいますよね。

お口の健康を保ち、日々の生活をより楽しく過ごしましょう！

全身の健康はお口の健康から

６月４日から１０日は
「歯と口の健康習慣」です

保健だより
健康・食育・予防
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

絹
糸
の
よ
う
な
雨
が
降
り
紫
陽
花
が
鮮
や
か
に
な
る
頃
。

新
暦
六
月
は
梅
雨
の
季
節
で
す
が
、
旧
暦
で
は
梅
雨
が
明

け
暑
さ
水
が
枯
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
「
水
無
月
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
田
植
え
仕
事
が
終
わ
っ
た
と

い
う
意
味
で
の
「
皆
仕
尽
」
あ
る
い
は
、
田
ん
ぼ
に
ミ
ス

が
張
ら
れ
て
い
る
状
態
「
水
月
」
が
変
化
し
た
も
の
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
暦
六
月
は
「
風
待
月
」「
鳴

神
月
」「
常
夏
月
」「
蝉
羽
月
」
な
ど
と
も
い
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
梅
雨
明
け
の
盛
夏
の
様

子
が
伝
わ
っ
て
く
る
語
感
が
あ
り

ま
す
。(

参
：
和
ご
よ
み
と
四
季)

ブ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト　
　
　
　
　
　
　

川
口　

拓

キ
ャ
ン
プ
で
や
っ
て
み
る
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル　

川
口　

拓

苦
手
レ
ス
キ
ュ
ー
Ｑ
Ｑ
Ｑ
！　
　
　
　

小
島
ケ
イ
タ
ニ
ー
ラ
ブ

サ
バ
イ
バ
ル
・
マ
ニ
ュ
ア
ル　
　
　
　

ク
リ
ン
ト
・
エ
マ
ー
ソ
ン

森
の
香
り
精
油
の
奇
跡　
　
　
　
　
　

松
井
和
義

約
束
の
猫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
早
紀
＋
げ
み

夢
は
捨
て
た
と
い
わ
な
い
で　
　
　
　

安
藤
祐
介

変
な
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
穴

人
生
脚
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伴　

一
彦

神
楽
と
出
合
う
本　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
敏
視

ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
依
存
症　
　
　
　
　
　

樋
口　

進

一
行
書
く
だ
け
日
記　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
羊
一

口
下
手
の
ま
ま
伝
わ
る
話
し
方　
　
　

ひ
き
た
よ
し
あ
き

【
お
知
ら
せ
】

　

図
書
返
却
ポ
ス
ト
を
２
カ
所
増
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
柿
木
公
民
館
、
七
日
市
公
民
館
に
図
書
返

却
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
蔵
木

と
朝
倉
地
域
に
お
住
い
の
方
々
に
も
図
書
返
却
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
前
に

図
書
返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。
定
期
的
に
巡

回
し
て
回
収
い
た
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ

 ≪ベスト・リーダー！４月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「シャルロットのアルバイト」近藤　史恵　著

「探　花」　　　　　　　　　 今野　　敏　著

「奇　跡」　　　　　　　　　 林　真理子  著

「十津川警部殺意は列車とともに」西村京太郎  著

「陽だまりに至る病」　　　　　天祢　　涼　著

≪図書館利用状況４月≫

●貸出総数　２４９６冊

●貸出人数　　３９０人

●来館者数　　４８８人

 [ 図書館の休館日と

返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・図書返却ポスト

柿木・七日市・朝倉・

蔵木

各公民館前に設置

図書だより
町立図書館・柿木公民館

・
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン　
　

な
ど

　

他
に
は
釣
り
や
料
理
の
雑
誌
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
も
で
き
ま
す
。
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
や

懐
か
し
い
歌
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
落
語
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
に
録
音
の
文
学
作
品
も
あ
り
、
名
作
を
聴
い
て
楽
し
む

事
も
で
き
ま
す
。
貸
出
期
間
は
図
書
と
同
じ
２
週
間
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

さ
い
。

【
雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
の
紹
介
】

　

図
書
館
に
あ
る
月
刊
の
雑

誌
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

・
エ
ッ
セ

・
文
芸
春
秋

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
、
す

　

て
き
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

・
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
（
プ

　

レ
ジ
デ
ン
ト
）

・
ダ
・
ビ
ン
チ

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79
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今
か
ら
丁
度
４
年
前
の
町
長
コ
ラ

ム
に
お
い
て
、
東
京
都
内
で
開
催
さ

れ
た
吉
賀
町
フ
ェ
ア
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
を
主
催

し
た
の
は
、
都
内
で
株
式
会
社
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
さ
れ
て

お
ら
れ
る
代
表
取
締
役
の
石
田
理
恵

さ
ん
と
仲
間
の
皆
さ
ん
で
す
。
そ
し

て
、
開
催
場
所
は
、
東
京
駅
か
ら
ほ

ど
近
い
大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ

テ
ィ
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
１
階
に
あ
る

お
店
「L

o
o
k
i
n
g
 
G
o
o
d
(

ル
ッ
キ
ン

グ 

グ
ッ
ド)

」
で
し
た
。
日
本
を

代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
の
ど
真
ん
中

で
、
突
然
、
吉
賀
町
の
幟
旗
に
遭
遇

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

す
る
機
会
は
、
ま
ず
無
く
、
と
て
も
不

思
議
な
感
覚
で
し
た
。
そ
の
後
も
吉
賀

町
フ
ェ
ア
を
数
回
開
催
し
当
町
の
食
材

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
お
酒
な
ど
の

飲
食
物
が
沢
山
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、お
店
に
は
、定
番
メ
ニ
ュ
ー
で
「
吉

賀
町
の
猪
鍋
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
コ
ー
ス
」

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
石
田
代
表
が
今
回
、
町

内
で
株
式
会
社
G‌

B‌

A(

ジ
ー
・
ビ
ー
・

エ
ー)

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
事
務
所

を
六
日
市
地
内
の
旧
み
ろ
く
温
泉
に
構

え
、
調
理
室
な
ど
の
改
修
を
行
い
、
さ

て
そ
こ
で
何
を
す
る
の
か
？
石
田
代
表

は
、
以
前
か
ら
町
内
産
猪
肉
に
大
変
興

味
を
持
た
れ
、
と
う
と
う
こ
の
地
で
加

工
所
を
開
設
さ
れ
た
の
で
す
。
な
の

で
会
社
名
も
「
ジ
ビ
エ
」
を
も
じ
っ

た
「
G‌

B‌

A
」
な
の
で
す
。
私
は
、
石

田
代
表
と
は
、
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
を
通
じ
て
お
付
き
合
い
が
始
ま

り
、
東
京
出
張
で
時
間
が
空
い
た
時
に

は
、Looking Good

を
訪
問
し
、
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た

ば
か
り
で
す
が
、
地
元
産
猪
肉
が
こ
の

Vol.51

岩本一巳

ご
縁
と
は
不
思
議
な
も
の

地
で
加
工
さ
れ
、
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に

食
し
て
も
ら
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

先
般
4
月
7
日(

木)

に
は
、
町
議

会
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
こ
の
加
工

所
を
訪
問
し
石
田
代
表
か
ら
有
意
義
な

お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
ご
縁
と
は
、
本

当
に
不
思
議
な
も
の
だ
と
痛
感
し
た
次

第
で
す
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
を
都
内
で

ご
紹
介
し
て
頂
き
、
そ
の
後
、
全
国
数

あ
る
自
治
体
の
中
か
ら
、
吉
賀
町
に
興

味
を
持
た
れ
こ
の
地
で
起
業
さ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
一
期
一
会
、
人
と
の
出
会

い
は
、
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

町長コラム

( 関係者の皆さんとの記念写真・
左から 2番目が石田代表 )

　

吉
賀
町
下
高
尻
在
住
の
河
野
孝
祐
氏

が
、
令
和
３
年
度
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
河

野
氏
は
平
成
26
年
６
月
か
ら
令
和
２
年
６

月
ま
で
、
島
根
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
の
要
職
を
努
め
ら
れ
、
文
化
伝
承
、

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

支
え
合
い
活
動
や
、
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
等
を
推
進
さ
れ
、
多
年
に
亘
り
地
域

福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
功
績
と
し
て

認
め
ら
れ
今
回
の
受
章
が
決
定
し
た
も
の

で
す
。

　

当
初
は
昨
年
11
月
に
香
川
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
表
彰
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
今
年
１

月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
で
の
表
彰
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
大
会
に
つ
い

て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
各
市
町
の
老
連
に
於
い
て

対
応
す
る
こ
と
と
な
り
３
月
16
日
、
町
老

連
村
上
毅
会
長
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰
受
章
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4
月
4-

5
日
中
国
大
会
山
口
オ
ー
プ

ン
ジ
ュ
ニ
ア
が
岩
国
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
六
日
市
小
学
校
か
ら
５
名
が
128
ド

ロ
ー
の
12
歳
以
下
に
出
場
し
ま
し
た
。
第

５
シ
ー
ド
の
河
口
菜
々
美
さ
ん
（
六
小

5
）
は
準
々
決
勝
で
第
2
シ
ー
ド
で
優
勝

候
補
の
九
州
か
ら
来
た
選
手
を
破
り
、
準

決
勝
は
健
闘
し
ま
し
た
が
４
６
で
破
れ
ま

し
た
が
4
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
片

上
碧
さ
ん
（
六
小
5
）
は
ベ
ス
ト
16
に
入

り
ま
し
た
。
二
人
と
も
学
年
で
は
中
国
地

区
の
ト
ッ
プ
選
手
で
す
の
で
、
今
春
に
新

た
に
で
き
た
六
日
市
ト
レ
セ
ン
で
も
経
験

値
を
上
げ
、
も
っ
と
質
を
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

テ
ニ
ス
・
中
国
大
会
４
位

　

4
月
5
日
か
ら
愛
知
県
名
古
屋
市
の
東

山
公
園
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
16
歳
以
下
の

全
国
大
会
（MUFG

杯
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト2022

）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
島
根
県
代
表
と
し
て
、
加
藤
那
菜

さ
ん
（
吉
賀
高
校
1
年
）
が
出
場
し
ま
し

た
。
加
藤
さ
ん
は
こ
の
大
会
2
年
連
続
出

場
。
結
果
は
１
回
戦
、
第
６
シ
ー
ド
選
手

に
３
６
３
６
の
ス
コ
ア
で
敗
退
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
全
国
で
の
１
勝
は
難
し
い

で
す
が
、
吉
賀
高
校
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全

国
や
国
体
な
ど
で
必
ず
全
国
で
勝
て
る
選

手
に
な
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
・
全
国
大
会
　
報
告
　

トピックス
話題・できごと

　

4
月
10
日
に
ツ
ル
ガ
ハ
マ
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
主
催
の
小
学
生
大
会
が
下
松
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
六
日
市
小
学
校
か
ら
５
名

が
出
場
し
ま
し
た
。
女
子
で
は
第
1
シ
ー

ド
の
河
口
菜
々
美
さ
ん
（
六
小
5
）
が
優

勝
、
片
上
碧
さ
ん
（
六
小
5
）
が
準
優
勝
、

萬
行
椛
恋
さ
ん
（
六
小
5
）
が
３
位
、
河

口
依
鈴
さ
ん
（
六
小
3
）
５
位
に
な
り
ま

し
た
。
男
子
で
は
片
上
龍
之
介
く
ん
（
六

小
3
）
が
３
位
に
な
り
ま
し
た
。
皆
、
山

口
県
登
録
し
て
お
り
、
山
口
県
の
小
学
生

の
ト
ッ
プ
選
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
・
上
位
独
占

　

4
月
23-

24
日
に
高
体
連
島
根
県
個
人

選
手
権
が
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
・
吉
賀
高
校
女

子
テ
ニ
ス
部
が
設
立
さ
れ
、
1
年
生
女
子

３
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
は
、
1
年
生
な
が
ら
実
力
ト
ッ
プ
の

加
藤
那
菜
さ
ん（
吉
賀
高
1
年
・
第
２
シ
ー

ド
）
が
上
級
生
を
全
て
破
り
、
初
優
勝
を

果
た
し
吉
賀
高
校
の
歴
史
に
名
を
残
し
ま

し
た
。
（
過
去
、
吉
賀
高
校
の
高
体
連
種

目
の
県
大
会
優
勝
は
、
大
昔
の
軟
式
野
球

と
、
陸
上
競
技
の
種
目
別
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
）
ま
た
、
岩
本
理
沙
さ
ん
（
吉

賀
高
1
年
）は
ベ
ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
石
見
地
区
予
選
１
位

の
岩
本
理
沙
・
正
木
歩
乃
圭
ペ
ア
（
共
に

1
年
）
が
準
決
勝
で
敗
れ
た
あ
と
の
３
位

決
定
戦
に
勝
ち
、
３
位
に
な
り
ま
し
た
。　

こ
の
結
果
を
も
っ
て
、
６
月
上
旬
の
高
校

総
体
県
大
会
の
シ
ー
ド
が
決
定
さ
れ
ま

す
。
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
全

国
大
会
を
目
指
し
て
今
後
も
練
習
し
て
い

き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
校
テ
ニ
ス
・
吉
賀
高
校
　

　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
県
初
優
勝
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ちょうみんひろば

《
寄
稿
》

鹿
の
お
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

町
内
注
連
川
小
泓
の
地
内
は
、
今
か
ら

凡
そ
千
二
百
年
前
の
平
安
期
、
鹿
足
郡
の

郡
家
が
存
在
し
、
郡
部
の
中
心
地
と
し
て

多
い
に
盛
況
を
極
め
た
。

　

そ
の
昔
、
こ
の
地
に
三
光
院
と
云
う
草

庵
を
結
び
一
人
の
法
師
が
住
す
と
伝
う
。

院
前
に
黒
塗
り
の
大
き
な
門
が
あ
っ
た
。

こ
の
大
門
（
だ
い
も
ん
）
が
次
第
に
訛
り
、

「
だ
あ
も
」
と
な
り
、こ
こ
に
「
だ
あ
も
屋
」

と
云
う
家
号
を
持
つ
民
家
が
あ
っ
た
。
こ

の
屋
敷
内
に
あ
る
冬
の
日
狩
人
に
追
わ
れ

し
鹿
が
出
没
。
そ
し
て
側
の
ふ
け
田
に
は

ま
り
込
み
遂
に
こ
の
狩
人
に
打
ち
取
ら
れ

た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
近
隣
の
住
人
達
に
「
鹿
の
肉

を
食
べ
さ
す
の
で
各
自
塩
と
そ
ぶ
り
を

持
っ
て
来
な
さ
い
。
」
と
お
触
れ
が
あ
り
、

若
人
は
勿
論
、
娘
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
、

子
ど
も
ま
で
一
家
総
出
で
集
ま
り
、
先
ず

こ
の
狩
人
の
武
勇
伝
を
し
ば
ら
く
聞
く
に

至
る
。
狩
人
曰
く
「
こ
の
大
鹿
は
東
の
沢

田
方
面
よ
り
追
わ
れ
山
境
を
越
え
て
来
た

も
の
だ
。
こ
の
奥
地
の
陣
士
ヶ
森
の
小
立

ち
の
中
を
首
を
振
り
振
り
こ
こ
に
逃
げ
て

来
た
も
の
を
、
お
の
れ
が
一
発
で
射
止
め

た
も
の
だ
。
シ
シ
の
多
い
と
こ
ろ
は
鹿
が

少
な
い
な
ど
」
と
云
う
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
鹿
肉
を
切
り
取
り
塩
を
付
け
て
皆
が
食

べ
た
の
だ
。
大
鹿
の
肉
は
、大
変
う
ま
か
っ

た
と
伝
う
。
こ
の
大
鹿
を
取
っ
た
小
泓
の

地
は
多
く
の
神
代
杉
が
搬
出
さ
れ
し
杉
根

が
、
往
時
を
忍
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
柄

で
は
あ
る
。

　
《寄
稿
》

花
の
さ
さ
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　

水
仙
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
い
て
い
る

　

色
々
あ
り
と
て
も
美
し
い
。
あ
る
水
仙

の
一
輪
が
私
「
貴
婦
人
よ
」、
す
る
と
そ

ば
に
い
た
、
水
仙
達
私
も
よ
、
私
も
よ
、

と
言
っ
て
い
る
。
だ
っ
て
主
人
が
私
を
な

で
て
く
れ
る
の
株
が
は
ら
ず
主
人
見
た
い

だ
か
ら
草
を
引
き
肥
料
や
っ
て
く
れ
て
い

る
の
に
主
人
に
す
ま
な
い

　

す
る
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
言
う
だ
い
ぶ
前

だ
け
ど
女
の
子
が
ま
だ
咲
か
な
い
つ
ぼ
み

次
々
と
折
っ
て
行
く
の
、
主
人
そ
ん
な
事

す
る
と
咲
か
な
い
よ
と
言
う
と
「
咲
か
な

く
て
い
い
も
ん
」
と
言
っ
て
そ
の
年
は
と

う
と
う
咲
か
な
か
っ
た
け
ど
今
は
思
い
き

り
咲
こ
う
ね

　
《寄
稿
》

空
き
家
が
増
え
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

私
は
、
最
近
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
旧
六
日

市
町
内
の
隅
々
ま
で
歩
き
回
り
ま
し
た
。

　

道
の
上
の
方
に
あ
る
家
、
坂
の
下
に
あ

る
家
等
々
、
や
っ
と
辿
り
着
い
て
み
て
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
や
ら
、
あ
き
れ
る
や
ら
、

こ
ん
な
事
が
何
遍
も
あ
り
ま
し
た
。
何
を

言
い
た
い
の
か
と
言
う
と
、
人
が
住
ん
で

い
な
い
家
が
沢
山
あ
っ
た
事
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

少
し
、
数
字
を
紐
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
の
合
併
前
の
、
昭
和
35
年
頃
か
ら
、
現

在
ま
で
の
人
口
や
世
帯
数
が
ど
れ
位
、
変

化
し
て
い
る
か
？
昭
和
38
年
の
大
雪
、
俗

に
言
う
「
三
八
豪
雪
」
を
境
に
、
35
年
～

40
年
の
間
で
、
人
口
２
６
０
０
人
超
え
の

減
、
世
帯
数
も
２‌

６‌

０
戸
超
え
の
減
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
減
り
具

合
は
、
そ
の
後
、
50
年
経
過
し
て
み
て
も
、

あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
は
、
50
年
で
半
分
以
下
と
な
り
ま

し
た
が
、
世
帯
数
は
、
ほ
と
ん
ど
横
ば
い

状
態
な
の
で
す
。

　

こ
の
事
と
空
き
家
と
の
関
係
は
と
い
う

と
、
家
は
昔
の
ま
ま
な
の
に
、
人
口
は
、

半
減
！
つ
ま
り
、
１
世
帯
当
た
り
の
人
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

昭
和
40
年
に
、
１
世
帯
当
た
り
３
．
７
９

人
だ
っ
た
の
に
、
令
和
２
年
に
は
、
１
．

５
８
人
と
な
っ
て
い
る
事
が
わ
か
り
、
人

口
が
減
っ
た
理
由
が
こ
れ
で
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。
親
の
住
ん
で
い
た
家
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
同

じ
敷
地
内
に
、
ま
た
は
、
別
の
場
所
に
家

を
建
て
て
住
む
。
こ
う
し
た
こ
と
が
頻
繁

に
行
わ
れ
て
い
る
現
実
を
、
見
聞
き
す
る

と
、
空
き
家
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

少
子
化
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
久

し
い
こ
と
で
す
が
、
我
が
郷
里
も
、
御
多

分
に
も
れ
ず
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
？
建
物
は
、
り
っ
ぱ
な
の
に
、
家
の
周

囲
は
、
草
ぼ
う
ぼ
う
。
カ
ー
テ
ン
、
障
子

は
、ぼ
ろ
ぼ
ろ
。
こ
ん
な
家
を
見
る
の
は
、

本
当
に
悲
し
く
、
つ
ら
い
で
す
。

　

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
々
に
、
も
っ
と
有

効
性
の
あ
る
助
成
を
し
て
頂
き
、
新
築
の

負
担
、
空
き
家
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。



19　　広報よしか　2022 年 6 月号　№ 200

ちょうみんひろば

　《
俳
句
》

春し
ゅ
ん
こ
う

耕
や　

あ
と
一
鍬く

わ　

あ
と
二
鍬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

友
ひ
と
り　

山
の
向
ふ
や　

春
は
る
が
す
み霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

山
よ
り
の　

朝
日
を
背せ

な

に　

甘か
ん
し
ょ藷

挿さ

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

春は
る

北き

た風
や　

戦
禍
の
道
の　

縫
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

竹
の
子
や　

煮
し
め
と
少
し　

饅ぬ
た

も
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

教
室
の　

黒
板
掲
示　

花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

消
印
の　

無
き
文
と
ど
く　

春
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

巣
立
つ
孫　

行
末
祈
る　

老
い
の
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

葉
桜
に　

雲
ひ
と
つ
な
き　

月
光
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

正
隆

　《
短
歌
》

花
落
ち
て
淡
き
縁
に
染
ま
る
頃

　

山
に
ふ
た
た
び
静
け
さ
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

青
葉
萌
え
田
械
の
音
か
ろ
や
か
に

　

つ
ば
め
飛
び
か
い
里
の
ゆ
た
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

老
い
て
な
ほ
あ
れ
こ
れ
思
う
日
々
な
れ
ど

　

空
し
く
過
ぎ
て
移
り
行
く
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
４
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　（
４
月
届
出
）

吉
村　

心
桜
（
し
お
ん
）
さ
ん

　
　
　

稔
和
・
志
穂
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

河
野　

な
の
は　

さ
ん

　
　
　

知
輝
・
さ
や
か
さ
ん
の
子　

抜
月

石
川　

晴
一
（
は
る
い
ち
）
さ
ん

　
　
　

匡
哉
・
靖
子
さ
ん
の
子　
　

木
部
谷

房
﨑　

豊
榮　
　

さ
ん　

91
歳　
　

注
連
川

田
村　

ス
ミ
ヨ　

さ
ん　

94
歳　
　

下
須

中
田　

明
尾　
　

さ
ん　

92
歳　
　

九
郎
原

富
安　

康
嗣　
　

さ
ん　

80
歳　
　

有
飯

松
浦　

良
子　
　

さ
ん　

90
歳　
　

沢
田

　
《川
柳
》

コ
ロ
ナ
渦
輝
き
未
来
何
時
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

日
本
の
輝
き
放
つ
ス
ポ
ー
ツ
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

陽
の
ひ
か
り
水
面
輝
く
高
津
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

幼
子
の
輝
く
瞳
に
癒
や
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

霜
の
朝
白
く
輝
く
い
も
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

こ
れ
か
ら
が
長
生
と
輝
く
正
念
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

新
年
度
希
望
輝
く
入
社
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

若
い
人
耀
く
瞳
で
夢
話
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

幼
子
の
い
た
ず
ら
見
つ
け
輝
く
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実 

詰
め
襟
で
輝
き
見
せ
る
孫
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

コ
ロ
ナ
過
や
輝
く
新
入
生
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

義
理
チ
ョ
コ
を
も
ら
っ
て
悩
む
血
糖
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き
そ
ん
し

ラ
ン
ド
セ
ル
輝
く
笑
顔
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

学
童
の
伸
び
た
背
丈
は
親
を
抜
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《寄
稿
》

故
郷
実
家
の
愛
宕
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

と
も
す
れ
ば
こ
う
思
い
が
ち
に
な
る
。

な
ぜ
自
分
だ
け
認
め
ら
れ
な
い
、
と
。
其

ん
な
時
心
の
中
に
山
を
築
き
そ
の
不
満
を

閉
じ
込
め
る
事
が
あ
る
、
と
言
う
。
自
我

が
作
り
出
す
頑
固
な
山
の
高
壁
か
ら
の
慰

め
な
ど
受
け
付
け
る
は
ず
の
な
い
ば
っ
か

り
で
、
取
付
く
島
も
な
い
。
そ
れ
で
い
て

孤
立
無
援
の
事
態
は
変
ず
、
つ
ま
る
所
自

分
が
苦
し
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
本
当

は
心
の
中
に
疎
外
感
な
ど
い
た
ず
ら
に
増

幅
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
心
を
窮
屈
に
さ

せ
て
は
元
も
子
も
な
い
で
わ
な
い
か
？

最
初
か
ら
素
直
に
心
を
開
い
て
現
実
を
よ

く
理
解
し
て
受
け
入
れ
る
姿
勢
こ
そ
自
然

だ
と
思
う
。

　

そ
う
す
れ
ば
早
く
課
題
を
解
く
こ
と
が

出
来
努
力
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば
評
価
も

き
っ
と
変
わ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
へ
て

来
た
同
じ
山
を
築
く
な
ら
高
邁
な
志
し
に

よ
る
品
格
の
あ
る
山
を
誰
も
が
見
る
理
想

の
山
と
し
て
象
徴
し
て
見
て
み
た
い
。
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